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伊藤若冲という画家がいた。江戸中期の人で、生

家は錦小路の青物問屋であったという。デザイン風、

モザイク風の絵を得意とし、「奇想の画家」と呼ばれた。

今でも大きな人気を誇る。その若冲の墓が深草の寺

にある。石峯寺といい、JR 稲荷駅から徒歩数分の距

離。晩年は、この寺に住み込み、米一斗と引き替えに

絵を描き与えたとのこと。若冲の最晩年の傑作が現存

する。若冲が下絵を描いた石峯寺五百羅漢である。

別名、若冲五百羅漢。五百羅漢は、それぞれの面立

ちが異なり、一つ一つ丁寧に見ていくと、必ずその中

に亡くした肉親の顔があるといわれている。それにし

ても、若冲五百羅漢は、人物の造型というよりコミカル

なマンガ風の彫刻といってもよい。その中でもし求め

ている肉親の顔と出会うことができたとしたら、思わず

笑ってしまうだろう。 

私事ながら、八月二十四日未明に父を亡くした。当

日、正確にいえば前日になるが、父の代理で俳句に

ついて講演をした。老人（「新老人の会」という名称）

対象の市民講座だった。終了直後、容態悪化の連絡

が入り、数時間後に息を引き取った。夜半ではあるが、

病室の整理をすることになり、その作業の途中でベッ

ド脇に二冊の本があるのが目についた。『季語集』（岩

波新書）、『俳句のユーモア』（講談社選書メチエ）。講

演の準備を進める父に求められて私が送ったもので

あった。坪内稔典先生の著作である。先生と記したの

は、以前本学にお勤めであり、附属桃山中学校の校

長も併任されたからである。母によると、父は、一週間

ほど前まではよく手にしていて、「よく勉強している方

だ。」と感心していたそうだ。面識もあった。 

『俳句のユーモア』も文字どおりの楽しい本だが、私

は『季語集』の方を愛読している。硬い書名とは裏腹

に、興味深い季語を取り上げ、自身の経験、知己・俳

友の話、数十年前の文化や風土を織り交ぜながら、

俳句や短歌を例示して、一語一ページで平明に記述

している。 

京都教育大学、附属桃山中学校も登場する。「卒

業」の項では、卒業旅行後、卒業判定で不合格にな

った学生に「来年もまた行けるじゃないか」と声をかけ

た話が出てくる。坪リン（学生からそう呼ばれていた）

の面目躍如。また「天高し」では、附属桃山中学校の

陸上競技会の挨拶で生徒から一句求められ、「天高

し見上げればなお天高し」と苦吟したエピソードが語

られる。「汗」のところに出てくる「若い同僚とタイ料理

を食べにいったら」「滝のように汗をながし」の若い同

僚は私のこと。そんな時もあった。思わずにやりとして

しまう。 

「ブルーヘイズ」は、「青い靄」とある。ブルーヘイズ

に包まれた初夏の山は「青い山」。山頭火に「分け入

つても分け入つても青い山」という有名な句がある。父

には、この句に関する論文が一つあった。この「ブル

ーヘイズ」の説明をどのように読んだのだろうか。感想

を聞きそびれたのが残念だが、斬新な説明に感じ入

って、笑みをこぼしていたに違いない。 

この『季語集』にはさまざまな出会いがある。 

2015年11月号 No.182 

植山 俊宏 （国文学科 教授） 

『季語集』 

坪内 稔典（著） 

私のすすめるこの１冊 私のすすめるこの１冊 

『季語集』 坪内稔典 著 

岩波書店 , 2006 年 
ISBN：4004310067 
配置場所：開架 南館２階  
請求記号：911.307||TS 15 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆3 ポイント：そったくんシャーペンほか 
◆４ポイント：テープのり、修正テープほか 
◆５ポイント：そったくんビニールトートバッグ 
◆１0 ポイント：フリクションペンほか 

獲得ポイント数に応じて選べます！ 

（先着順。なくなり次第終了） 

【対象】本学学生 

♥「そったくんポリバッグ」をもらう 

♥１ポイントもらう 

 

 

♥３ポイントもらう   

◆館長賞の W チャンス！ 

講習会名 内容 実施期間 

海外論文 1 (EBSCOhost) EBSCOhost で海外論文を検索する 11 月 5～6、9～11 日 

海外論文 2 (その他) ScienceDirect, Springer などで海外論文を検索する 11 月 5～6、9～11 日 

Word 講座 (論文執筆編) 
論文を書くときに便利な Word の機能を紹介する

(基礎的な使い方は行いません) 
11 月 16～20 日  

文献管理編 集めた論文を管理する 11 月 16～20 日 

（※内容・日時等は変更になる場合があります。詳細情報は図書館ホームページやパンフレット、掲示等でご確認ください） 

【集合場所】附属図書館 1 階事務室 

【申込方法】氏名・専攻・希望講座・日時を明記の上、library@kyokyo-u.ac.jp までお申し込みください。 

複数の講座に申し込み可能です。当日参加も可能ですが、できるだけ事前にご予約ください。 

♥「ポイントカード」をもらう（1 ポイント付、期間中1 回） 

どんどん参加してね！ 

４ 
ポイント 

５ 
ポイント 

10 
ポイント 

そったくんポリバッグ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（場所：児童書コーナー） 

今月は「うたとおはなしの会」を開催しますの

で、「読み聞かせの会」はおやすみです。 

次回は、 

１２月２１日（月）15：００～ です。 
詳しくは･･･教育資料館 まなびの森ミュージアム 

http://manabinomori.kyokyo-u.ac.jp/manabinomori.html 

  教育資料館まなびの森ミュージアム 

【予告】 秋季企画展示 

「摂家二条家の江戸時代 

～京都教育大学所蔵二条家文書を読み解く～」 
【期間】2015 年11 月14 日（土）～12 月25 日（金） 

開館日：月・水・金・日  ※11 月 14 日（土）は開館 

※11 月23 日（月）・12 月 23 日（水）は祝日のため閉館 

【開催中】 

第 4 回 京都･大学ミュージアム連携スタンプラリー  
【期間】6 月 15 日（月）～12 月5 日（土） 

今年も大学ミュージアムへ！京都の大学ミュージアムをまわっ

て「知」と「美」と「素敵な景品」を手にしよう！ 

詳しくはホームペ

ージの「今月の逸

品」コーナーをご覧

ください。展示をし

ていますので、ぜひ

ミュージアムへ来て

くださいね！ 

図書館のラーニングコモンズでは、平日の放課後（16:00

～20:00）、理科や数学教育専修の院生が待機し、学習相

談を受け付けています。 

・初等理科教育、初等数学教育、小学校教科内容論（理

科、数学）などの基礎的な授業に対するアドバイス 

・レポートの書き方がわからない 

・文献ってどうやって探すの？ 

・パソコンの基本的な使い方 etc 

お気軽にご相談ください！ 

※曜日や時間、担当教科は日によって 

変わりますので、ホームページやラー 

ニングコモンズ掲示板等で最新の情報 

をご確認ください。 

今月の逸品 
「石琴（サヌカイト）」 

「大学発刊コーナー」 

どこ？  

西館 2 階北側、教科書コーナーの向かいです。 

どんな本があるの？ 
京都教育大学で発行された図書・雑誌があり、 

ここに来れば本学の研究成果がわかります！ 

こんな本を Pickup！ 
・『京都教育大学百二十年史』 

請求記号：377.28 || KY 6 

京都府師範学校から続く本学の歴史を辿る！ 

・『指導教員のための教育実習ガイド』 

請求記号：375 || KY 6 

 小学校編、中学校編に分けて DVD で紹介！ 

他にもいろいろ

ありますよ～ 

【予告】 

第 20 回 教科書展  
中等教育用教科書（保健体育編） 
【日時】2015 年11 月13（金）～12 月 25 日（金） 
    9 :00～ 17:00 

同窓会写真展 
【日時】2015 年11 月13（金）～11 月 15 日（日） 
    10:00～ 17:00 

第 25 回うたとおはなしの会 
【日時】2015 年11 月21 日（土）10:00～ 11:00 
※終了後、ワークショップ 
「超かんたん！おうち作り 

体験」（15 分程）をします。 

お楽しみに！ 

勉強する上でのいろんな

「困った」を図書館で解

決してみませんか？ 

図書館員のつぶやき（9） 
現在西館書庫 3 階にて、雑誌の蔵書点検を

行っています。雑誌の所蔵データと現物の

巻号や年代があっているか、ちゃんと所定

の場所に並んでいるか、ということなどを

職員がチェックしており、なかなか大変な

作業です。点検中も書庫の資料を使うこと

はできますので、もし集密書架を開けたい

ところに職員がいた場合は遠慮なく声をか

けてくださいね。 

の 
トライアルを行います！ 

【11 月 1 日～12 月末まで】 

日経 BP 社が発行する雑誌の記事を検索・閲覧で

きるデータベースです。 

『日経ビジネス』・『日経サイエンス』・『日経パソ

コン』など約 50 誌を利用できる他、パソコン等

のスキルアップ講座を利用することもできます。 

学内 LAN からの接続に限りますが、附属図書館

の開館時間に関係なく、いつでも検索・閲覧する

ことができます。  



●京都教育大学附属図書館ホームページ 

http://lib1.kyokyo-u.ac.jp/ 

 

●携帯版図書館ホームページ（ QR ｺｰﾄﾞ→）  

http://tosho02.kyokyo-u.ac.jp/webopac/mobtopmnu.do 

  

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の執筆者 樋口 とみ子（教育支援センター 准教授） 

※本タイトルの論文は京都教育大学紀要 126 号に掲載されています。 

※京都教育大学リポジトリ「クエリ（KUERe）の森」http://ir.kyokyo-u.ac.jp/dspace/にも公開されています。 

 

開館日程  

□9:00-21:00 ■9:00-17:00 ■休館(CLOSED) ■学内者のみ 

         

京教図書館News No.182（2015年11月号） 

発行日：平成 27 年 11 月 2 日 

編集発行：京都教育大学附属図書館 

問い合わせ先：library@kyokyo-u.ac.jp 

京都教育大学紀要（大学発行の学術雑誌）に掲載された論文を、 

執筆した先生本人にご紹介いただくコーナーです。 のくちび 

 

 

 

 

 

樋口 とみ子 

京都教育大学紀要.  2015, No.126,  pp. 57-72 

 

最近、OECD（経済協力開発機構）の実施する国際比較調査が注目を集めています。15歳の子ど

もたちを対象とする PISA（Programme for International Student Assessment）が 2000年に始

まって以来、成人を対象とした PIAAC（Programme for the International Assessment of Adult 

Competencies）なども実施され、そのたびごとにマスコミで大きく取り上げられています。 

OECD の国際比較調査が注目を浴びる一方、日本でほとんど顧みられることのない国際調査の

一つにユネスコ（国連教育科学文化機関：UNESCO）の開発したリテラシー調査 LAMP（Literacy 

Assessment and Monitoring Programme）があります。「リテラシー」とは、もともと読み書き能

力を意味した言葉です。調査分野にリテラシーという名称が用いられるのは、PISAなど OECDの

国際比較調査の一部と類似しています。けれども、ユネスコと OECD、両者のリテラシー観には

質的な違いがあるのではないかと考え、本論文では、ユネスコの LAMP の特徴を明らかにするこ

とを目的としました。 

さまざまな発展途上国と関わってきたユネスコは、人々の「生き方の幅」を広げることを重視

する「自由としての発展」観に依拠しています。OECDが先進の「知識経済」に着目して各国を序

列化しようとするのに対し、ユネスコは、経済面のみならず幅広い生活を視野に入れて「複数形

のリテラシーズ」をとらえようとする理念をもっています。 

ただし、ユネスコにおいても、調査によってリテラシーをとらえることの難しさが自覚されて

います。そのなかで、何のための調査なのかという目的そのものを常に問うことの必要性が指摘

されています。 

のむすび 

ユネスコにおけるリテラシー調査LAMPの開発 

―OECDの国際比較調査との関係に着目して― 

 

 

 


